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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公開番号】特開2010-101979(P2010-101979A)
【公開日】平成22年5月6日(2010.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2010-018
【出願番号】特願2008-271510(P2008-271510)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  13/04    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記前群は物体側から順に、２枚の負レンズと２枚の正レンズとから構成され、以下の
条件を満足することを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の結像光学
系。
　（５）　Ｎｄ１ａｎ≧１．６９８９５
　（６）　νｄ１ａｎ≧３０．０５
ただし、
Ｎｄ１ａｎ：前群中の負レンズのｄ線の屈折率の最大値
νｄ１ａｎ：前群中の負レンズの中で最も高い屈折率を持つ硝材のアッベ数
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　さらに本発明を実施の結像光学系は、上記発明において、前群を物体側から順に、２枚
の負レンズと２枚の正レンズとで構成し、以下の条件を満足する構成としたものである。
　（５）　Ｎｄ１ａｎ≧１．６９８９５
　（６）　νｄ１ａｎ≧３０．０５
ただし、
Ｎｄ１ａｎ：前群中の負レンズのｄ線の屈折率の最大値
νｄ１ａｎ：前群中の負レンズの中で最も高い屈折率を持つ硝材のアッベ数
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
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